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日本Apacheユーザ会

ボランティアによるML運営と翻訳など



本題

「オープンソースコミュニティーの視点から見た 
オープンエデュケーションの可能性」 

を語るのに私は 
「OSSコミュニティの代表者でも何でもない」 

ことはご了承ください



オープンソースと 
オープンエデュケーション
オープンエデュケーションってそもそも何？


オープンだけ似てるけど… 

The Open Source Initiativeによるオープンソースソ
フトウェアの定義   http://www.opensource.jp/osd/
osd-japanese.html



オープンソースソフトウェア

ソースは公開。それぞれのライセンスに従
い一定の制限のもと、誰でも自由に使える。


OSSのライセンスは様々



(オープンソースの)エコシステム

本来は、自然環境における物質やエネルギーの流れを研究する生態学の用語で「生態系」と訳され
る。オープンソースの分野では、ハードウェア、ソフトウェア、開発、サービス、ユーザーの各場
面において、オープンソースソフトウェアをどのように開発、改良、利用すれば、オープンソース
の世界の健全かつ安定的な発展を促進できるかという問題を解決しようとする理念のことを意味す
る。 



生態学上のエコシステムでは、「食物連鎖」のような垂直方向の物質やエネルギーの流れに主に注
目するが、オープンソースのエコシステムでは、異なるソフトウェアモデルの共存、ユーザーの嗜
好の多様化への対応、商用利用への対応とコミュニティへのフィードバック、開発者の事情や動機
など、水平方向のバランスをどのように調整するかに重点を置いている点が大きく異なる。 


OSS iPediaより



OSSのエコシステム？
ASF(Apache Software Foundation) 
Linux 
Asterisk 
Zabbix 
OSSによって状況はすべて異なる



OSSが継続的に日本で育たない現状

日本は貧しい 

日本人はルールを守らない 

日本人=会社員



オープンエデュケーション

「オープン」が日本でエコシステムを作れ
るか？ 

OSSは苦戦中



OSSから学ぶことは？

タダ、無料は大きな誤解を生む 

海外の時流に乗ると流行る



OSS的視点から見た 
オープンエデュケーション

日本語にこだわる限り孤立する 

日本で閉じているとエコシステムは作りに
くいのでは？



おわり


